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1 は じ め に

1965牛 (昭和40年)10月上旬から11月上旬にかけ機

会あってタイ,マレイシ7,カンボジアなど東南アジ

ア諸国および台湾を訪ね,イネその他2,3の作物の病

苦を見てきたが,東南アジア諸国では漕翫可能な 1部

の地帯を除いて天水依存の度のなお高い,雨脚 こ始ま

って乾期に終る稲作 1期作地帯が多い｡しかし,水稲

病害の種矧 ま本邦における場合と著しく異なるところ

少なく,いもち病,ごま菓枯病などが各地に局所的に

発隼して,隼々ある程度の被害を与えている｡以下そ

れら病害の発生状況を現地調査の結果と,2,3の文献

から取りまとめてみる｡

2 水 稲 の 病 害

タイ,カンボジアなどの水稲栽培地嵩では,ほとん

ど矧肥料栽培であるので,一般的には疾病の顕著な流

行は少ないようである｡しかし,1965年度の観察で

は,タイ国では馬鹿宙病とOrangeleafなどの Virus

病が,マ レイシアでは PenyakitMerahといわれ

る疾病の流行が目立ち,さらにカンボジアでは出穂後

に葉鞘腐敗病が著しく発生しているo

馬鹿田柄はタイ国では北部地帯の苗代に多いといわ
い

れているが,本田においても各上山こ顕著な発病が見ら

れる (写真 1)｡本病の発生がなぜ多いかについては,

さらにくわしい観察を必要とするが,本病が種子伝染

することにも関係があるものと思われる｡タイ国政府

は本病の防除に種籾のセレサン粉衣を計画し,まず北

部 Chiengmaiを中心に,中央部平原地帯の Nakhorn

Sawanなどをも含めて10カ所を選び,そこに農民の

京大農学部植物病理学研究室,第187号

1) 渡部忠偲 ｢タイ国の水稲栽培技術 について｣

｢F】東南アジア研究LJT第 2巻第 1号(1964年9月う,
25--42.

写真 1 イネ馬鹿菌病 (タイ国 Nakhorn

Nayok,1965年10月5日)

種籾を集めてセレサン粉衣 (0.3%)し,その種籾.を播

種させるよう処置している｡この計画はさらに全国的

に広げ る予定で あ るとい う｡ マレイシアにおける

PenyakitMerah (Red disease)は 1種 の Virus

病といわれ,ヨコバイの 1種によって伝播され,接種

試験によっても発病せしめうるという｡しかし,木病

とイネネモグ リセンチュウ (Hirschmanniaoryzae)

との関係,あるいは要素欠乏との関係を主張する人も

ある｡

タイ国北部,Chiengmai付近では,イネは無用巴料

栽培ではあるが,初/Tg]牲再は極めて良好である｡この

ことはおそらく必要な窒素肥料を畦畔のマメ科雑草や

地中の窒素固定微生物などに依存しているものと思わ

れるが,しかし,出穂期以後になると,イネの生育は

次第に衰え,下葉 の枯れ上 りが目立ってきて,本邦

でいういわゆる秋落現象に似た病状があらわれる場合

があり,籾 の褐変 もかなり著しい 〔渡部氏よりの通

信l｡この原因の一つには窒素質肥料分の欠乏が考え

られるが,一般に下葉の早期枯れ上 り現象にはごま葉

枯病菌のような糸状菌が関与している場合が多い｡タ

イ国,Chiengmai付近の場合 においても病原菌の関

与が想像される｡タイ国中央部平原地帯の Nakhorn

Nayok,Prachinburiなどには,細い砂土のためイ

ネ苗の発育が悪く,根は植付け当時のまま新根を生じ
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ないで,根腐れをおこして,葉には多数のごま葉枯病

の病斑を生じているところが認められた｡このような

どま菓枯病の発生は処々に見られ,この病原菌が出穂

後の下葉の枯れ上りと関係をもっことが考えられる｡

したがって,出穂後の穂の褐変や下葉の枯れ上りにつ

いてくわしい観察が望まれる｡本邦における秋落地帯

で水稲に薬剤 (有機水銀剤)を散布した場合に,下葉

の早期枯れ上りが軽減したという観察がある｡

一般に熱帯アジアには雨期と乾期との別が見られ,

高温と乾燥のはなはだしい乾期に病原菌がどのように

して過すかは興味があり,かっこれは疾病の流行を論

ずる場合にも重要である｡上述のタイ国における馬鹿

菌病の多発やいもち病が余り目立たない理由の解析に

は,病原菌の生態と同時に現在の栽培環境下における

イネの性状を明らかにすることが必要と思うが,この

ようなことはおそらく将来肥料が広く用いられるよう

になった場合の疾病発生機作の解明によい参考資料を

与えるものと考えている｡タイ,カンボジアなどの現

状を見ると,農薬の一般的普及はかなり遠い将来のよ

第4巻 第 3号

うに思われる｡それには薬剤の使用を必要とするほど

疾病の著しい流行がないこと,農民の経済状態がそれ

らの購入を許さないことなど種々の問題が関与してい
1)
ると思うが,農民が蛋白資源を淡水魚に求めているこ

とは魚毒という点で除草剤の使用を困難にしている｡

しかし,この地帯には水田雑草が予想外に茂っていな
2)

い｡このことは渡部 (1965)も指摘しているように,

乾期における高温と乾燥が種子や地下茎を枯死させる

のに役立っているかも知れないが,無肥栽培であるこ

とも大きな原因の一つのように考えられる｡収穫後の

イネわら焼却は,その程度は著しくないにしても,柄

原菌 (感染源)の濃度低下に役立っているものと想像

される｡

タイ,カンボジア,マレイシアおよび台湾における

イネの主な病害を観察および文献からとりまとめると

つぎのようである (表 1)｡

いもち病は東南アジア諸国では普通6-12月にわた

って主として葉いもち病として目立ち,穂いもち病は

余り原著でないようである｡タイ国ではいもち病の防

表 1 東南アジア諸国および台湾におけるイネの病害

病 名

い も ち 病 Blast

ご ま 葉 枯 病 Helminthosrx)rium leafs打)t

黒 腫 病 Leafsmut

条 葉 枯 病 Narrowbrownleafsrx)t

す す 紋 病 Curvularialeafsrx)t,
(Brachysrx)rium blotch)
Collarrot

自 業 枯 病 Bacterialleafblight

細 菌 性条斑病 Bacterialleafstripe

紋 枯 病 Orientalslleathandleafspot

赤 色 菌 核 病 Sheathandculm blight
(Rhizoctoniasheathspt)

′J＼球 菌 核 病 Culm rot(Stem rot)

小 黒 菌 核 病 Irregularstemrot(Sclerotial
rot)

病 原 菌 学 名

PyricuZariaoryzae

HeZminthosporium oryzae
(CochZiobolusmiyabeanus)

Eniylomaoryzae

CercosPoraoryzae

CuruuZariaZunata(Brachysporium
oryzae)

Ascochytaoryzae

Xanthomonasoryzae

Xanthomonasoryzicola

Corticiumsasakii(PellicuZaria
jiZamentosa)

Rhizoctoniaoryzae

LePtosbhaeriasalvinii(Helminthosbori
umsigmoideum,ScZerotium oryzae)

HelminthosPoriumsigmoideumuar.
irregulare

発 生 地

タイ,マレイシア
カンボジア,台湾

タイ,マレイシア
カンボジア,台湾

タイ,マレイシア
カンボジア,台湾

イ
湾

イ
湾

イ

タ
台

夕
台

タ

カンボジア

カンボジア

タイ,マレイシア
カンボジア

イ

イ
湾

右

イ
湾

タ

タ
台

タ

タ
台

カンボジア

カンボジア

カンボジア

カンボジア

台湾

2) 渡部忠世 ｢熱帯アジアの田雑草と防除法概観｣『近畿作物育種談話会報｡P,10,(1965),pp.74-76.
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病 名

赤井 :東南アジア諸国における作物の病害覚書

仁 病 原 菌 学 名

褐 色 菌 核 病 Brownsclerotium disease

葉 鞘 腐 敗 病 Sheathrot

葉 鞘 網 斑 病 Sheathnetblotch

馬 鹿 箇 病 Bakanaedisease,footrot

Leafspot(Seedlingblight)

自 絹 病 Seedlingblight

苗 腐 敗 病 Seedandseedlingrot

立 枯 病

稲 麹 病 Falsesmut

墨 黒 穂 病 Kernelsmut

褐 紋 病 MinuteleafandgrainsfX)t

黄 枯 病 Glumespot

籾 枯 病 Glumeblight

赤 か び 病 Scab,Fusarium blight

根 橋 線 虫 病 Rootknotnematode

Ricestemnematode(Twisted
ear)

根もぐり線虫病 Ricerootnematode

貴 賓 病 Yellow dwarf

Transitoryyellowing

- Orangeleaf

Sclerotium oryzae-sativae
AcrocyZindrtum oryzae

CyZindrocZadiumscoI,arium

Gibberellafujikuroi(Fusarium
moniliforme)

Trichoconisi)adu)ickii

Corticiumrolfsii

Achlyai)rolifera,A.jlagellata

Ma7･aSmiusstenotlhyZlus,M.Plicatus

UstilaglnOideavirens

Neouossiahorrida

NigrosPoraoryzae N.S♪haerica

Pyrenochaetaoryzae

Phomaglumarum (Phyllosticta
glumarum)
GibberelZazeae

Meloidogyneexlgua

Dl'tylenchusangustus(Tylenchusangu･
stus,AnguilZulinaangusta)

Hirschmanniaoryzae

Riceyellow dwarfvirus

RiceTungrovirus

RiceTransitoryyellowingvirus

Riceorangeleafvirus

除対策として,過剰 の窒素質肥料の施用を避けるこ

と,湛水,抵抗性品種の栽培,薬剤散布 (Blasticidin
3)

S-M,Ceresanなど)などがあげられており,政府機

関も農薬の-リコブタ-散布試験を行ない,病害虫が

多発した場合には薬剤散布を行なうことを規定してい
1)

かなり遠い将来の問題と思われ,この点はカンボジア

でも同様である｡川上潤一郎氏 (Malaysia滞留)に

よると,マレイシアにおいてもいもち病の発生は概し

て少なく,ほとんど葉いもち病のようであるが,しか

し,出穫期以後に穂いもち病を多発する場合もあるよ

うである｡したがって,同国において最近育成された

品種~,MalinjaおよびMahsuriにいもち病抵抗性因

3) A.WorawisittllumrOngandT.Sitthichai,
Ricediseasesin Thailand and control

∽♂α∫〟rg∫,1964.

発 生 地

カンボジア,台湾カンボジア,台湾カンボジア

タイ,カンボジア

台湾

タイ,カンボジア

マレイシア

マレイシア,台湾

台湾

マレイシア,台湾

タイ,カンボジア

台湾

タイ,台湾

タイ,マレイシア

カンボジア

マレイシア

カンボジア,台湾

台湾

タイタイ

タイ,マレイシア

タイ, 台 湾

台湾

タイ

子の導入が強く要望されているようである｡

ごま葉枯病も水稲栽培地帯に普通に見られ,タイ国

では6-12月にわたって,土壌条件が悪く,イネの根

の発育が悪いようなところに激発する (写真2)｡被

害種子を播くと,酉は立枯れをおこすことが多いとい

う｡防除対策として Ceresanによる種子消毒,抵抗
3)

性品種の育成,栽培環境の改良などがあげられている｡

現在アジア諸国に見 られるイネの Virus病には,

萎縮病 (Dwarf,Stunt),黄萎病 (Yellow dwarf),

Tungro,Transitoryyellowing,Orangeleaf,縞菓

枯病 (Stripe),黒条萎縮病 (Blackstripe dwarf),
4)

Mosaicなどが知られている｡Orangeleafは病名が

示すように,葉がオレンジ色 に変る virus病であっ

て,タイ国北部にとくに多いといわれている｡イナヅ

マヨコバイ (InazumadorsaZis)によって媒介され,

フィリピンおよびタイ国に知られている｡台湾におい
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写真 2 水稲ごま葉枯病 (タイ国,1965年10
月5日)

て報告された Transitoryyellowing はフィリピン

で報告された RiceTungrovirusと同一の Virus
〟

によるといわれ,マレイシ了においてしばしば狽猟を

極めている PenyakitMerahもまた Tungrovirus

に起因するのでないかという論議がある｡

3 甘 煮 の 病 害

東南アジア諸国では甘庶栽培が産業上重要な位置を

占めており,その病害もまた多数知られている｡台湾

および東南アジア諸国における甘庶の主な伝染性疾病

をまとめてみると,表 2のようである｡

現在台湾において重要視 されてい るのは,Virus

病で は萎縮病 (Sereh)および自責病 (Whiteleaf

disease),菌類病 では根腐病 (Rootrot)と露菌病

(Downymildew),それ に根橋線虫病 (Rootknot

nematode)などである｡台湾糖業所,朱学曽民らの

話によると,病害の流行 (epidemic)と品種との関係

はきわめて密接であって,1906年頃在来種の多かった

頃には黒穂病が多かったが,その後改良種が栽培され

るようになると,黒穂病は影をひそめたという｡しか

し,最近また発病がみられるという｡糖業所の調査に

よると,1915年頃の改良種には赤腐病 (Redrot)が

多く,ジャバ細茎種が多く栽培 された1925年頃には

mosaic病が多かったようである｡また品種 POJ

2725は硬化病 (生理病)に,品種 POJ2883は鞘枯

宿 (Cytosrx)rasheathrot)に,F108は Mosaic病

に弱いようであって,これらの品種が多く栽培された

時期にはそれぞれの疾病が epidemicをおこしたよう

である｡このような関係は桐生 (1962)が調査研究し

表 2 台湾および東南アジア諸国における甘庶の病害

病 名

自 条 病 Leafscald,whitestreak

赤 条 病 Redstripe

露 菌 病 Downymildew

白 髪 病 Leafsplittingdisease,
shreddedleaf

葉 焦 病 Leafblast

葉 枯 病 Leafblight

輪 斑 病 Ringsrx)t

褐 条 病 Brownstripe

葉 焼 病 Leafscorch

眼 点 病 Eyespot

葉 片 赤 斑 病 Yellow leafsF)t
(赤 紋 病)

病 原 菌 学 名 発 生 地

Xanthomonasalbineans

XanthomonasrubriZineans

ScZerosPorasaccharri

SclerosPoramiscanthi

DidymosPhaeriataiwanensis

LePtosi)haeriataiwanensis
(CercosPorataiu)anensis)

LePtOSPhaeriasacchari

CochlioboZusstenosPiZus
(HelminthosPoriumstenospilum)

StagonosP071aSaCChari

HeZminthosboriumsacchari

CercosPorakb'Pkei

4) Y.Hashioka,"Virusdiseasesofriceintheworld,"ZLRISOXIII,No.4,(1964),pp.i-16.
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赤井 :東南アジア諸国における作物の病害覚書

病 名 病 原 菌 学 名

黒 条 病 Blackstripe

紫 斑 病 Purplesf氾t

白 星 病 Whitespeck

鋳 病 Rust

褐 煤 病 Brownsootymold

轍 横 色 煤 病 01ivaceoussootymold

黒 煤 病 Blacksootymold

赤 腐 病 Redrot

梢 腐 病 PokkahBoeng(Toprot)
(梢頭腐敗病)

虎 斑 病 Bandedsclerotialdisease

自 絹 病 Redrotofleafsheath

扇 菌 病 Schizophyllum rot,canerot

鞘 枯 病 Cytosrx)rasheathrot,sheath
blight

外 皮 病 Rinddisease

菓 鞘 赤 斑 病 Redsix)tOfleafsheath,Red
leafspot

根 腐 病 Rootrot

鳳 梨 病 Pineappledisease

黒 腐 病 Blackrot

立 枯 病 Marasmiusrootrot

板 塀 線 虫 病 Rootknotnematode

堅 黒 穂 病 Coveredsmut

粒 黒 穂 病 Grainsmut

黒 穂 病 Smut

モ ザ イ ク 病 Mosaic

萎 縮 病 Sereh

白 菜 病 Whiteleafdisease

発 生 地

CercosPoraatrOjiZiformis

EriosPhaeriasacchari

SPhaceZomasacchari
Pucciniakuehnii

Chaetothriumsilinigerum

Fumagouagans

Caldariomycesfasctculatus

PhysalosPoratucumanensis
(CoZletotrichumfalcatum)

Gibberellafujikuroi(Fusarium
moniliforme)
Corticium sasakii

Corticium (Sclerotium)roZfsii

SchizoPhyllum commune

CytosPorasacchari

Pleocytasacchart(MeZanconium
sacchari)

CercosPoraVaginae

Pythiumarrhenomanes,P.catenutatum

CeratocysiisPa7Tadoxa
(CeratostomeZlaParadoxa)

CeratocystisadtPosa

Marasmiussacchari

MeZoidogynejauanica,M.arenaria

St)hacelothecamac･rosPora

St)hacelothecasaccharicoZa

Ustilagoscitaminea,U.Sacchari
Virus

Virus

Virus

蓑 3 台湾における甘庶品種の疾病感受性*

品 種 名 一鞘 枯 病**】眼 点 病***

+
十

冊

+

湾

湾

湾

湾

湾

湾

湾

イ

台

台

台

台

台

台

台

タ 台湾

タイ,カンボジア
台湾

台湾

台湾

タイ, 台 湾

台湾

タイ,台湾

タイ,台湾

台湾

台湾

台 湾

タイ,台湾

台 湾

台湾

台湾

タイ,台湾

カンボジア,台湾

台湾

台湾

褐 条 病***i菓 枯 病***l鳳 梨 病****】菓鞘赤斑病***

3.14

3.86

4.86

2.14

*桐生 (1962)の結果から作成

**1937-38年台南県で調査,数字は発病茎率 (形)

***発病程度,数字または+の多いほど感受性

****植付宙の鳳梨病による不発芽率 (形)
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表 4 東南アジア諸国におけるパラゴム樹の伝染性疾病

病 名

根 自腐 病 Whiterootdisease

根 湿 腐 病 Redrootdisease,wetrot

根 褐 腐 病 Brownrootdisease

根 朽 病 Stinkingrootrot

Poriarootrot

乾 腐 病 Ustulinastem androotrot

紅 斑 病 Pinkdisease

Horsehairblight

Whitefanbligllt

黒 線 病 Blackstripe

樹幹黒腐病 Moldyrot

枝 枯 病 Die-back

Gloeosrx)rillm die-backand
leafdisease(Leafrot)

Threadblight

Bird'seyespot

炭 症 病 Anthracnose

うどんこ病 Powderymildew (leaffall)

Algalspt(Redrust)

Blacksrx)t

LeafsfX)t

Seedlingstem canker

病 原 菌 学 名

RigidoporusZignosus(Fomeslignosus)
(ネッタイスルメタケ)

Ganodermapseudoferreum
(FomesPseudoferreus)

CryPtodermaZamaense(Fomes
lamaoensis)(シマサルノコシカケ)

SPhaerostilberePense

PoriahyilObrunnea
UstulinaSonata

CorticiumsalmonicoZoI

Marasmiusequicrinis

Ma71aSmiusPalmivorus

PhyioPhthwai)almivora,
P.meadii

Ceratocystisjimbriata
(Ceratostomellajimbriata)

BotryodiPlodiatheob7TOmae

Gloeosboriumalborubrum,Colletotrichum
heveae

Marasmiuscybhella(Cyphellaheveae)

HelminthosPoriumheveae

CoZZetotrichumjicus
Oidiumheveae

Ce♪haZeurosmycoidea

ColZetotrichumgloeosi)orioides

CercosPoraheueae

Phomo♪sisheveae

t 発 生 地

マレイシア,タイ

マレイシア

マレイシ7,台湾

マレイシア

マレイシア

タイ,マレイシア

タイ,マレイシア
カンボジア

マレイシア

マレイシア

マレイシア,カン
ボジア

タイ,マレイシア
カンボジア

タイ,マレイシア

タイ,マレイシア

タイ,マレイシア

タイ,マレイシア
カンボジア

マレイシア

タイ,マレイシア
カンボジア

マレイシア

カンボジア

タイ

タイ

5)
た品種と疾病感受性との関係からも想像しうるところ

である (表3)0

白菜病は1種の Virus病とみなされており,最近

重視されている｡台湾糖業所の実験結果では,苗の早

秋植の場合に,晩秋植あるいは宿根の場合よりも遥か

に発病が多いという｡

4 その他の作物の病害

(a) ゴム樹の病害 人造ゴムの開発によって天然

ゴムの生産は大きく圧迫されたというが,しかし,マ

レイシアでは天然ゴムの生産はなお重要な産業の一つ

5) 桐生知次郎 ｢台湾の甘庶病害 に関する研究｣

『九州農試研究資料』29(1962),pp.ト129.

590

であり,パラゴム樹 (HeveabrassiZiensis)林の育

成には力を入れているようである｡ゴム樹にはさるの

こしかけ類による樹幹腐朽 あるいは根部腐朽が多い

が,生 ゴム生産のための乳液 (latex)採取に樹皮部

に傷をつけること (tapping)が これらの菌の侵入を

助長していかも知れない｡現在知られているゴム樹の

主な疾病をあげると表4のようである｡

(b) アブラヤシ (Oilpalm,Elaeisguineensis)

この植物は池料作物としてマレイシ了では注目されて

いるが,この植物には1種のさるのこしかけによる根

腐れ病があって,その対策に腐心している｡病原菌は

Ganode7maZOnatum であるという (写真3)0

(C) バナナの Cercospra斑点病 バナナには多
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写真 3 1種のさるのこしかけに侵されてい
るアブラヤシ茎 (輪ぎり)に植えら

れた同植物の苗 (KualaLumpur,
1965年10月18日)

写真 4 バナナ葉の Cercospora斑点病

(台湾,1965年11月 1日)

くの疾病が知られているが,台湾そのイ鋸こおいて猫源

を極めている疾病にCercosporaleafspot(Sigatoka

disease)が あ る｡ 本病は Cercosporamusaeの侵

害に起因し,葉に斑点を生ずるが (写貢4),激しく

侵された場合には全株枯死に至る場合がある (写真

5)O秋期にとくに著しいという｡

上記はなお単なる覚書であって,今後の調査によっ

て補促さるべきものである｡
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